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令和８年７月17日（金）
令和８年度 第１回

大阪府河川整備審議会
資料２

気候変動を踏まえた今後の高潮対策の進め方について



背景と論点

【論点】
・気温上昇シナリオとそれに伴う平均海面上昇量

・気候変動を踏まえた設定外力の見直し
想定台風（設定外力）の規模や経路の設定

・波浪変形計算手法
河口部から上流における波浪の計算手法の設定

・河川防潮堤等の整備水準

【背景】
・大阪府では、三大台風による被害を契機に、昭和40年からは、伊勢湾台風級の台風が最悪とな
る室戸台風コースを通って満潮時に来襲した場合を計画目標とした「大阪高潮対策事業」及び
「泉州河川高潮対策事業」に着手し、防潮施設の整備を進めてきた。

・近年全国各地で豪雨等による水害や土砂災害が頻発し、甚大な被害が発生しており、気候変動
に伴う雨量の増加や海面水位の上昇等による水災害の頻発化・激甚化が懸念されているなか、
IPCC（気候変動に関する政府間パネル）の報告では「気候システムの温暖化には疑う余地はな
い」とされている。

・大阪府ではすでに、海岸（港湾）区間、河川洪水区間および三大水門において気候変動の影響
を踏まえた計画の検討を行っており、三大水門についてはすでに事業着手を行っている。そうし
たなか、河川高潮区間においても気候変動を踏まえた今後の高潮対策の検討が課題である。
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高潮の概要

高潮：台風や発達した低気圧が通過するとき
潮位が大きく上昇する現象

朔望平均満潮位

気圧低下による吸い上げ

風による吹き寄せ

※風による吹き寄せ※気圧低下による吸い上げ

波の
打ち上げ高 堤

防

計画堤防高
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高潮（潮位偏差）



室戸台風（昭和9年） ジェーン台風（昭和25年） 第二室戸台風（昭和36年）

防潮堤 防潮水門大阪湾に高潮を起こした台風の経路

ジェーン台風

大阪府における高潮対策事業

• 大阪府では、その地形的条件から高潮が起こりやすく、室戸台風（昭和9年）、ジェーン台風（昭和25
年）、第二室戸台風（昭和36年）の高潮によって大きな被害を受けた。

• 昭和40年からは、伊勢湾台風級の台風が最悪となる室戸台風のコースを通って満潮時に来襲した
場合を計画目標とした「大阪高潮対策事業」、「泉州河川高潮対策事業」に着手し、防潮施設の整
備を進めてきた。
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大阪府における高潮対策事業

大阪高潮対策事業

泉州河川高潮対策事業

大阪高潮
対策事業

神崎川、中島川、左門殿川、安治川、木津川、
尻無川、正蓮寺川、六軒家川

泉州河川高潮
対策事業

石津川、芦田川、王子川、大津川、春木川、
津田川、近木川、見出川、佐野川、田尻川、

樫井川、男里川、茶屋川、番川、大川、東川、
西川

正蓮寺川

安治川・六軒家川 木津川

神崎川

中島川

左門殿川

石津川芦田川

王子川
大津川

春木川
津田川

近木川

見出川

佐野川
田尻川

樫井川
男里川

茶屋川

番川

大川

東川西川

淀川

大和川

尻無川



• 大阪高潮対策事業の代表的な防潮方式については、大型の防潮水門による方式を採用し、高潮時
には防潮水門を閉鎖して高潮の遡上防御を図っている。

• 安治川、尻無川、木津川では国内で他にないアーチ型の大水門が昭和４５年に建設されている。

三大水門位置図

安治川水門 昭和45年3月完成 尻無川水門 昭和45年11月完成 木津川水門 昭和45年11月完成
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大阪府における高潮対策事業（大阪高潮対策事業）

防潮水門方式概念図

毛馬排水機場



・平成30年台風21号において高潮警報が発令されたため、三大水門を閉鎖した。

・大阪府の潮位計（木津川水門外側に設置）にて最大潮位O.P.+5.13mを観測し、過去最高潮位
（第２室戸台風）よりも約1m高い潮位となったが、管内の高潮による浸水被害は発生しなかった。

木津川水門
木津川水門の観測潮位（O.P. +m）【大阪府潮位計による観測】
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時刻（9月4日）

木津川水門

内水位

木津川水門

外水位

第二室戸台風

最大潮位

外水位と内水位の
最大水位差
約3m

水門閉鎖

大阪府の潮位計による
瞬間最大観測値O.P. 5.13ｍ

過去最高潮位
O.P. 4.12m

海側（外）

陸側（内）

陸側（内）

海側（外） 海側（外）

陸側（内）
→

安治川水門 尻無川水門

図 平成30年台風21号時の三大水門の様子 7

大阪府における高潮対策事業（大阪高潮対策事業）



大阪府における高潮対策事業（泉州河川高潮対策事業）

＜防潮堤（春木川）＞

改修前大和川

※各河川の表記は計画堤防高（Ｏ.Ｐ.）を示す。

＋５.５ｍ

＋５.５ｍ

＋５.５ｍ

＋５.５ｍ
＋５.５ｍ

＋６.５ｍ

＋５.５ｍ

＋５.５ｍ

＋６.５ｍ

＋６.５ｍ

＋６.５ｍ

＋６.０ｍ
＋６.０ｍ

＋６.０ｍ
＋６.０ｍ ＋６.０ｍ

＋６.０ｍ

８芦田川水門（防潮水門方式）

• 泉州河川高潮対策事業では、一部防潮水門方式を採用している河川もあるが、多くは防潮堤方式
を採用した高潮対策を実施している。

春木川（防潮堤方式）

改修後

現況河道
対策後河道



気候変動を踏まえた動向

【世界の動向】
・ IPCC特別報告書（海洋・雪氷圏特別報告書）では2100年までの平均海面水位の予測上昇範囲
は、RCP2.6 では0.29-0.59m、RCP8.5では0.61-1.10mと報告されている。

【日本の動向】
・国土交通省が設置した「気候変動を踏まえた治水計画に係る技術検討会」より発表されている
「気候変動を踏まえた治水計画のあり方提言」では、「現時点において治水計画に反映させる外
力の基準とするシナリオは、2℃上昇時における平均的な外力の値を基本とすべきである。」とさ
れている。

・国土交通省・農林水産省が設置した「気候変動を踏まえた海岸保全のあり方検討委員会」より
発表されている「気候変動を踏まえた海岸保全のあり方提言」では、「現時点において海岸保
全に反映させる外力の基準とするシナリオは、RCP2.6（２℃上昇相当）における予測の平均的な
値を基本とすることが妥当である。」とされている。

【大阪府で先行して実施している気候変動対策】
・大阪府の海岸（港湾）区間では「大阪府大阪湾沿岸海岸保全基本計画審議会」において、大阪
湾沿岸海岸保全基本計画の変更を行い、気候変動の影響を踏まえた防護水準を設定。

・三大水門は、昭和45年の完成から50年以上が経過し老朽化していることを踏まえ、「大阪府河川
構造物等審議会」で気候変動の影響や南海トラフ巨大地震による津波対策の検討を行い、現在
更新事業を進めている。
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気候変動を踏まえた高潮対策の概要

気候変動

現行計画 将来（２１００年時点）

・海面上昇
・台風の強大化
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・気候変動により現計画堤防高の高さが不足することが想定される。
・不足する堤防高の算出方法等について、河川整備審議会で審議いただく。



河川港湾

朔望平均満潮位O.P.+2.3m

海面上昇量 +0.4m

潮位偏差

波高

気温上昇シナリオ（２℃上昇（中央値））

朔望平均満潮位

海面上昇量

潮位偏差

波高（波浪変形計算手法）

気温上昇シナリオ 越波流量or打ち上げ高

審議事項一覧

※審議いただく内容は、専門的な知見が必要となることから、各分野の研究に携わっておられ、
その知識を有する方で構成する高潮専門部会を開催し、技術的助言を求める。

項 目 審議事項

検討の基本方針 気温上昇シナリオ ２℃上昇シナリオの確認

検討条件の設定
朔望平均満潮位

設定値の確認
（朔望平均満潮位は、台風期のものを使用）

海面上昇量 設定値の妥当性

想定外力 想定台風 想定台風の規模、経路の妥当性

河川内の波浪変形計算 波浪変形計算手法 計算手法の選定

必要天端高 計算手法 計算手法の選定（越波流量or打上高）
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開催年月 主な議題

R8 R8第1回
河川整備審議会 諮問：「気候変動を踏まえた今後の高潮対策の進め方について」

審議事項：計画外力等の確認・選定／ 整備水準
➢審議内容とこれまでの高潮対策
➢気候変動を踏まえた動向
➢審議項目
➢高潮部会員指名

R8第1回
高潮専門部会

・気候変動の影響を踏まえた計画外力等の設定について
➢前提条件の確認（想定レベル、気温上昇シナリオ、目標年次）
➢検討項目の確認、妥当性について
➢波浪変形計算手法等の選定
➢検討手順の確認

R8第2回
高潮専門部会

・必要天端高の算出
➢河口部から上流における波浪変形計算結果
➢気候変動の影響を踏まえた波浪を含む高潮位とL1津波高の比較

R8第3回
河川整備審議会 ・河川防潮堤等の整備水準について

R9 R9第1回
河川整備審議会 ・昨年度までの内容説明

R9第1回
高潮専門部会 ・防潮水門上流側における堤防整備の考え方

R9第○回
河川整備審議会 ・答申「気候変動を踏まえた今後の高潮対策の進め方について」

検討スケジュール（案）と主な議題

※スケジュールおよび主な議題は現時点の案であり、審議会の議論等によっては回数を含めて変更する可能性がある。
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出典：気候変動を踏まえた海岸保全のあり方検討委員会（第１回） 資料３

IPCC第５次評価報告書の概要 令和元年度第1回大阪府河川
構造物等審議会資料より再掲

• 気候変動に関する政府間パネル（IPCC）第40回総会が2014年10月27日～31日にデンマーク・コペ
ンハーゲンにおいて開催され、IPCC第5次評価報告書統合報告書（AR5）が承認・公表された。

• この報告書で採用された４つの代表的濃度経路シナリオ（RCPシナリオ）に基づき、各国の研究機関
で気候の将来予測が実施されている。



• IPCC第51回総会（令和元年９月20日～24日）において、「変化する気候下での海洋・雪氷圏に関す
るIPCC特別報告書（海洋・雪氷圏特別報告書） 」が承認されるとともに、報告書本編が受諾された。

• 2100年までの平均海面水位の予測上昇範囲は、RCP2.6 では0.29-0.59m、RCP8.5では0.61-

1.10mと第５次評価報告書から上方修正された。

出典：気候変動を踏まえた海岸保全のあり方検討委員会（第１回） 資料３

※SROCC: Special Report on the Ocean and Cryosphere in a Changing Climate

IPCC 海洋・雪氷圏特別報告書（ SROCC※ ） 令和元年度第1回大阪府河川
構造物等審議会資料より再掲



• IPCC第58回総会が、2023年３月に開催され、AR6統合報告書の政策決定者向け要約（SPM）が承認された。
• 人間活動が主に温室効果ガスの排出を通して地球温暖化を引き起こしてきたことには疑う余地がなく、1850〜

1900年を基準とした世界平均気温は2011〜2020年に1.1℃の温暖化に達した。
• 2021年10月までに発表された2030年の世界全体の温室効果ガス排出量では、温暖化が21世紀の間に1.5℃を
超える可能性が高く、温暖化を2℃より低く抑えることが困難。

（気象庁HP)IPCC 統合報告書の政策決定者向け要約（SPM）の概要を基に大阪府で作成

IPCC第6次評価報告書第1作業部会報告書政策決定者向け要約暫定訳を基に大阪府で作成

地球温暖化が進行するにつれ日降水量の頻度と強度が増加

・既に頻度は1.3倍、強度は約7%増加
・2℃上昇では、頻度は1.7倍、強度は14%増加
・４℃上昇では、頻度は2.7倍、強度は30%増加

1850～1900年を基準とする年平均降水量の変化（%）

IPCC第６次評価報告書の概要 令和4年度第3回大阪府河川
整備審議会資料より再掲



気候変動を踏まえた治水計画のあり方 提言 水管理・国土保全局 （抜粋）

気候変動を踏まえた治水計画のあり方



気候変動を踏まえた海岸保全のあり方 提言 水管理・国土保全局 （抜粋）

気候変動を踏まえた海岸保全のあり方


